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Ⅰ　沖縄に見られる地形，なじみのない地形 

　地形という点から沖縄を見てみると沖縄の独自

性が際立っていることがわかる．

　環太平洋造山帯，風化，侵食，日本アルプス，

フォッサマグナ，岩石海岸，砂浜海岸，砂丘，リ

アス海岸，海溝，大陸棚，流域面積，平野，盆地，

扇状地，三角州，台地，津波，土石流．中学校の

地理の教科書（平成 24 年度東京書籍新しい社会地

理）の「世界からみた日本の自然環境」の節に太

字で書かれている日本に関わる地形に関する用語

である１）．これらの用語の中で沖縄ではなじみの

ないものが多いことがわかるだろう（表 1）．沖縄

の県立高校のある地理担当の先生は「日本の地形，

特に山地や河川の話をしても沖縄の子供たちには

実感がない」ということを話されていた．

　沖縄に見られる地形ですぐに思いつくものはと

いうと，サンゴ礁やカルスト，石灰岩堤，円錐丘

などだろう．多孔質の石灰岩は河川をつくりにく

いという特徴があるほか，それぞれの島がそれほ

ど大きくはない島であることは，ほとんどの土地

が流域に区分可能な（水系網で覆われた）日本の

他の島とは大きくその特徴を異にしている．さら

に，その風化様式，それに起因した土砂くずれ，

生産される土砂の状態，そして沿岸を取り巻くサ

ンゴ礁は，河川の堆積物や砂浜海岸の砂にも独自

性を生み出している．しかし，見過ごされている

かもしれないが，緩やかな起伏を持つ丘陵や台地，
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海に面した切り立った崖，そして海岸段丘の上や

それほど高くはない崖にもかかわらずその前面の

海岸に見られる巨岩は，沖縄には広く分布してお

り，なじみがある景観である．

　県庁所在地の地形という観点から見てみよう．

日本の県庁所在地のほとんどが未固結の堆積物か

らなる平野や盆地あるいはそれらから丘陵地にか

けて立地しているのに対し，那覇だけがうねるよ

うな起伏を持つ侵食平野とも言える地形上に立地

しているのである．中心市街地で岩盤を見ること

ができるのは那覇の特徴であると言える．

　日本の他の地域にはない「亜熱帯」とも呼ばれ

る気候や , サンゴ石灰岩やサンゴ礁だけが沖縄の

地形の独自性をつくり出しているかというと，そ

うではない．サンゴ礁が発達する熱帯の島嶼であ

るニューカレドニアのグランドテール島やフィ

ジーのヴィチ・レヴ島などは標高 1,000 m を超える

山地があり，河川網が発達している（島津，2009，

島津，2011）ことから，その地形は沖縄の島々よ

りもむしろ他の日本列島の地形と類似点が多い．

それらの地域の岩石海岸では沖縄に広く見られる

巨岩がつくる景観はほとんど見られない．地理的

位置が近い台湾島の東海岸の崖下には斜面から崩

落した巨大な岩塊が堆積している．台湾島の海岸

では標高差数 100 m の急斜面が続いているのに対

し，沖縄の海岸では高さ 20 m から 50 m 程度の高

さしかない海食崖あるいは斜面の前面に巨岩が分

布している．このように巨岩が分布する海岸景観
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は「沖縄ならでは」の自然環境を反映したものと

言えるのである．そこで，本稿では沖縄の海岸に

見られる巨岩に注目して沖縄の地形における独自

性を考えてみる．

Ⅱ　沖縄の海岸に見られる巨岩とその成因

　沖縄の海岸の巨岩は 3 つの特徴ある場所で見ら

れる．断崖の前面（図 1），海岸段丘面上（図 2），

砂浜や干潟（図 3）である．これらの多くは石灰岩

の巨岩であるが，沖縄の陸上に広く分布している

琉球石灰岩起源のものと海底の完新世のサンゴ礁

起源のものがある．このような巨岩はどのように

してできたのであろうか．

１．津波石

　図 2 の海成段丘上の巨岩や図 3 のような干潟上

の巨岩は，どこか別の場所から運ばれてきたと考

えるしかない．これらの一部は古文書や伝承とし

て残されている「津波石」で，古くから研究され

てきた（河名ほか，1987; 中田，1990; 河名・中

田，1994; 河名ほか，2006; 小元，2012）．これら

の巨岩の多くは，海底の完新世のサンゴ礁の一部

が剥ぎ取られ，巨岩となったもので，とくに宮古，

八重山諸島に数多く見られる．代表的なものに宮

古島諸島，下地島の帯大石（図 2）や下地島空港の

東側の干潟上の巨岩（図 3），石垣島の津波大石な

どがある．これらの巨岩は大きさが 10 m 前後と巨

沖縄でも身近に存在するもの
環太平洋造山帯，海溝，大陸棚，風化，侵食，津波，
岩石海岸，砂浜海岸，台地

沖縄にもあるがあまりなじみがないもの
（沖縄の一部地域のみ分布する）

沖縄ではなじみのないもの
日本アルプス，フォッサマグナ，リアス海岸，平野，
盆地，扇状地，三角州

砂丘，流域面積，土石流

表 1 　中学地理教科書に太字で掲載されている地形に関する用語と沖縄

        ( 東京書籍新しい社会地理平成 24 年版第 2編第 2章 1節「世界から見た日本の自然環境」から筆者作成 ).　

図 1　沖縄島南部，喜屋武岬周辺の海食崖の前面に
見られる巨大岩塊

図 3　宮古諸島下地島の下地島空港東の干潟に
見られる巨大岩塊

図 2　宮古諸島下地島の陸上に見られる帯大岩
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大なだけでなく，帯大石や津波大石は標高 10 m 前

後の海岸段丘上にあることからも，津波の力の大

きさがわかる．河名・中田（1994）は宮古・八重

山諸島の多数の巨岩の年代測定と巨岩の分布から，

200 年前の明和地震津波（1771（明和 8）年）以前

に 8 回の津波が襲来したことを推定した．津波の

襲来方向と周期は琉球海溝側から 500 ～ 1000 年

おき，沖縄トラフ側からは 2 回と推定した．中田

（1990）が書いているように津波石は巨大海底地震

の使者である．

２．海食崖から剥離した巨岩

　津波石以外の巨岩は海岸の崖から崩れてできた

ということは簡単に想像がつく．しかし，なぜ 20 

m を超える巨大な，しかも直方体状の巨岩がつく

られるのだろうか．Maekado (1991) は沖縄島南部

荒崎（図 1）において，Kogure et al. (2006) は荒崎

のほか，万座毛と宮古島東平安名崎（図 4，図 5）

において海岸の崖をつくっている琉球石灰岩が剥

ぎ取られる過程を力学的に解析した．海面の高さ

付近に波の侵食によって形成されたノッチと呼ば

れるくさび状のくぼみの深さが深くなることと，

崖と平行する割れ目の発達によって岩盤が不安定

となり剥げ落ちることがわかってきた．これらの

研究に基づけば，崖の高さにみあった巨大な岩が

つくられることになる．

Ⅲ　宮古島に見られるさまざまな大きさの巨岩

　宮古島の海岸をよく調べてみると，場所によっ

て巨岩の大きさが異なることや崖の高さと巨岩の

大きさには単純な関係がないことなどがわかった

（島津ほか，2009）．宮古島南部の保良川ビーチ（図4，

図 6）では高さおよそ 40 m の崖下に長径数 m ～

15 m で程度の巨岩が堆積しているが，Kogure et al. 

(2006) も取り上げている東平安名崎（図 5）では高

さおよそ 20m の崖の前面に長径 10 m 以上，最大

で 30 m 以上の巨岩が点在している．前者では巨岩

は不定形で植生はほとんど見られないが，東平安

名崎の直方体に近い形をした巨岩は上面が植生に

覆われている．

　このような違いは宮古島の地質構造と深い関係

があることがわかった（島津ほか，2009； 瀬戸ほか，

2012）．宮古島では琉球石灰岩が島尻層群と呼ばれ

る柔らかい堆積岩を不整合に覆っている．2 つの層

の境界は海面より高い場合が多い．琉球石灰岩は

多孔質のため水が簡単にしみ込むが，下部の島尻

層群は細粒砂岩，シルト岩，泥岩でしみ込みにくく，

図 4　宮古諸島における本稿記載の巨大岩塊分布地

図 5　東平安名崎と沿岸の巨大岩塊

図 6　保良川ビーチの巨大岩塊
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その上面に地下水の層ができる．この水は崖に見

られる境界から湧出する．保良川ビーチでは境界

が崖の中央部付近の高さ 14 ～ 20 m で，保良ガー

と呼ばれる湧水はほぼその高さにある．湧水の湧

き出し口では軟らかい堆積岩が侵食されてノッチ

状の地形が形成される．島尻層群の上にのった状

態にある琉球石灰岩は不安定となって崩れる．高

いところで崩れると，転がり落ちながら砕ける（瀬

戸ほか，2012，図 7）．東平安名崎では 2 つの層の

境界は崖の根元近く，海面の少し上の高さにある．

明瞭な湧水は見られなかったがしみ出てくる水や

暴浪時の波などによって形成されたと考えられる

深いノッチが見られる（図 8，詳細は別稿で述べる

予定）．この場所では Kogure et al. (2006) の指摘の

ように，琉球石灰岩は剥がれるように崩れ，剥が

れたときと同じ形で堆積する．2 層の境界の高さが

より高く，琉球石灰岩の厚さが薄い場所，たとえ

ば新城海岸（図 4）では巨岩の大きさは小さく，また，

島尻層群が粘土層である場合は琉球石灰岩をのせ

たまま地すべりを起こしているような場所もある．

　このように地層の重なりと 2 つの層の間から湧

き出る湧水，時には波の作用も加わり，巨岩がつ

くり出される．琉球石灰岩の厚さと 2 つの層の境

界の高さの場所ごとの違いが巨岩の景観に多様性

をつくり出している．このような地質構造は宮古

島だけではなく，沖縄本島をはじめ沖縄のさまざ

まな島に見られる．これら巨岩は崩れた時のまま

でいるのではない．台風時の暴浪や津波によって

沖へと移動させられたり，海岸から打ち上げられ

段丘面上の津波石となることもある． 

Ⅳ　おわりに

　沖縄の海岸にある巨岩には海底のサンゴ礁が津

波によって剥がされたもの，海食崖において波や

湧水が引き起こした地形変化によって不安定化し，

剥がれ落ちたちたり崩落したものがある
2)
．それら

が暴浪や津波によって移動してさまざまな大きさ，

形の巨岩のある海岸景観が形成された．

　このように多様な巨岩は，沖縄独特の環境が反

映されてつくられ，沿岸地域に姿を現した．沖縄

の巨岩は海底地震の使者というだけではなく，沖

縄における自然の作用の代弁者と言うことができ

る．

注

1）筆者が著者として関わった教科書である．太字項目は自

社版および他社版のこれまでの教科書などを参考として

決めた．なお，「さんごしょう」は「日本の諸地域」の

中の「九州地方」の記述で太字となっているが，自然環

境の節では太字とはしなかった．

2）久米島では琉球石灰岩以外の岩石の巨岩が海岸や斜面上

に分布している．これらは，また別の成因で形成された

ものであるが，これもまた沖縄海岸の巨岩景観の 1 つで

ある．
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